
昭和60年度指定　高指第52号

（故）田 中 勇 雄

生年／大正15年　　指定技術名／銅器・焼型　　

焼型による高級仏具、四鰭仏具の数少ない後継者として美しい製品
づくりに定評がある。仏具のなかでも四鰭仏具は、彫金で深彫りを施す
唯一の製品で、焼型鋳造の神髄を最大限発揮した、最も高級で付加
価値の高い華麗な仏具としての特色を有す。

［表彰・受賞歴］

平成 7年	 高岡市市民功労者表彰
平成10年	 富山県功労表彰

［経歴］

昭和21年	 父勇吉に師事、現在に至る
昭和52年	 高岡銅器団地協同組合理事
昭和59年	 高岡銅合金協同組合理事
昭和61年	 高岡市伝統工芸産業技術保持者指定
平成 7年	 高岡巧美会庶務
平成 9年	 高岡銅器団地朋栄会会長
平成11年	 高岡巧美会監事
平成13年	 高岡巧美会会長

平成11年作　素材・技法／青銅・焼型鋳造、仏具深彫　寸法／花立：高さ12cm

よつひれぶつぐごぐそく
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